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AVICの歴史と目的： 

AVIC は、今年が 24 回目の開催で「International Analog VLSI Workshop」です。 

この学会の目的は、アナログ VLSI 回路とその応用に関する研究から得られた最先端の 

アイデアまた研究成果について議論することです。また、AVIC は、産業界および学業界

におけるアナログ VLSI 回路の研究者が長年にわたる世界的なコミュニティとして貢献 

してきました。 

 

参加方法： 

 AVICはその年のホストの機関の国で開催されます。2021年度はフランスがホストでフ

ランスのボルドー市で開催されます。ちなみに来年度 2022 年は日本で開催する予定との

ことです。 

今年度の参加方法は、新型コロナで現地参加とオンライン参加の両方が可能となりまし

た。約 3分の 1の学生はオンラインによる参加でした。日本からは主に明治大学、東京理



科大学と群馬大からの参加者が多かったです。群馬大学の小林研究室から私を含め、6 名

が発表しました。 

 

プログラム： 

 
 私は、学会初日で Session A で発表しました。Session A では、主に AD 変換器に関す

る発表でした。発表時間は 12 分で、質問時間は３分でした。私は７番名の発表者で 2 ス

テップインクリメンタルΔΣAD 変換の自己校正について発表しました。私の発表時間は

日本時間で６時から６時１５分の予定でしたが、前の発表者からの時間オーバーで結局 

6 時 20 分から発表しました。質問は一つでした。ルーム内の視聴者は約 25 人がいました。 

 

 



学生ワークショップ： 

 私は学会最終日 10月 21日に行われる学生ワークショップに参加しました。学生ワーク

ショップは現地の学生たちとクイズで交流しました。参加者は大体 8割が日本学生で 2割

がフランスの学生でした。日本の参加者が多かったのが驚きました。 

 フランス側からは Jeopardy というクイズゲームで CMOS トランジスタ、フランス歴

史、変調器、エレクトロニクスの歴史、アナログフィルタに関する出題でした。

Jeopardyゲームは初めてでしたが、すごく面白かったです。 

 日本側では、最初に大学制度の違いについてグループディスカッションをしました。そ

の次に LT-spice を使ってクイズを解きました。ハイパスフィルタとバンドパスフィルタ

回路を使って不要な周波数をカットオフするシミュレーションを行ないました。 

3時間というワークショップでしたが、結構楽しくて思ったより短いと感じました。 

 
感想 

 私自身、今回初めて国際学会なので、少し緊張しました。しかし、発表を何回も練習し

たので、本番は自信を持って発表できたと思います。そして、学会を通して同じ分野で研

究する論文を聞くことができて、勉強になったところがたくさんありまし。また、他の学

生の研究成果を聞いてよい刺激を受けたところも多かったです。海外の学生と交流できた

ことも非常に貴重な経験を得られたと感じました。もちろん自分の専門知識不足や英語能

力不足なども気が付いたので、これを今後の課題として頑張りたいと思います。 
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